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「こ　と」の星座

　　　此のζとの弦（いミ）の音（ね〕し工

　　　聖（きよ）き二耳にのみ聞こゆ　　　ローエ，レ
　　　　　　　　リラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バ　プ
　示申話によれば．琴はヘルメスが襲明した天琴であって．其れをアポロは。か

のアルゴ船の遠征に加つナこ音溢者オルフイウスに與へた。

　詩の中に此の樂手の優れた才能を歌った人は多い。シエクスビーアは其の詩

の中に．

　　　彼れの音樂；笛聞く者に誰でも、

　　　海の波ぎへも、

　　　　もう、頭な垂れて、そこにヘプこばつて了ふ

ミ言ひ．叉、「ズロナの二紳士」の中にも．彼は．

　　　ナ’レフイウスの琴ば其の三kの手にう7これろ書、

　　　其のひジ奇禍、鐵や石々も軟らげ、

　　　虎か馴れさぜ、大きな海獣も、

　　　底無しの海7e見捨て、、砂の．．ヒに踊る。

ε言ってみる。

　諜しによれば、オルフィウスは．地獄にまでも下って．其のハープの音で魔

王パルートを迷はせ．燧に其の愛妻エウリデイスを奪ひ返したのであるが．下

界から逃れ出る時に。禁じられてみたにもかΣはらす．後を振り返っナこものだ

から．又々．妻を失って了つナこξ言ふ。死後は紳に召され其の琴は星座の一つ

に墾けられた。

　マクス。ミュラー教授は、此のオルフイウスを、サンスクリト語で太陽の構

號たる「アルブー」ε同じだミ言ふ。此の説明法によれば．太陽が追躍するエウ

リディスミは．曉天に廣がる朝やけの擬人化であるが．其れは．朝やけが闇の

世界の夜の蛇にかまれナこためである」ε言ふ。太陽が此のエウリデイスを一旦

取り返しはしたけれさ．振り返って妻を見るや否や妻は消えたεいふのは、ヨ

の出の曲名の前に朝の霧が潰えるのを意味するのであるεいふ。

　コクス氏は．オルフnウスの音樂が、日出や日浸に俘なう微風0）軟かな感じ

であるミ言ってみる。

　マーチン夫人は此のこと座に就いて愉快1ナに言ふ。「心地好い春の夕暮の室

に此の星座が．輕やかに室に懸かり．主な星々をつなぐ李行線はかすかに弦を

張った樂器の形を思はせ．妙手が燭れれば天來の音が大氣に共鳴して響きわた

るを偲ばせる故に．此の星座が此の名を與へられたこεについての想像は極め

て自然である。」

　ことは叉。かのコリント王ペリアンデルの宮廷に仕へた音樂手アリオンの
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「たて琴」だεも考へられる。古諄によれば、アリオンはシシリアからの録途．

舟夫ナこちのfこめに舟から海へ投げ出されようミしテこ時．琴を揮くからミ言って

許されたが、此の願ひが許されるや否や．海から湖琢が多く現はれ、此の樂の

音を喜んだので．アリオンが海へ飛び込むε、海豚ナこちは彼れを背負って安全

に陸へ蓮んだεいふ。

　ブラウン氏に嫁れば．Cとに關するギリシャ示申話は．「ヘルメス（雲の紳）が

纏の甲から琴を作った」εホメロスの詩の中にある通り．比較的後期のもので

あるミいふ。

　此の星座の大昔の歴史は．エウフラテ式ミ．フエニシア式こ．こ二様になって

みる。エウフラテ二野では、此れは始めヘラクレスに封抗しナこ三胴の鳥の一つ

であっナこ。そして首星ゴーガは「落ちる鷲」ミ考へられナこ。ウルー。ベイの書を註：

写した触るアラビヤ學者によれば．エプ星εゼ星ミは鷲の爾翼であって．今。

地に落ち行く鳥の姿を表はすのだε。

　フ皿山シア地方では．此の星座は一つの樂器であっナこ。アラートスは之れを

へ一ロス（小さい魏甲）ε呼んだが、それは卸ち．古写の最初に立ち聾って。岸

に打ち上げられた魑甲の室洞の意味であろうxS．アレン氏は説いてみる。

　ブレーク氏は此の星座ε鐘．εの關係について下の如く言ってみる。「此の星

座の名が與へられた頃．首星ゴーガは多分天の北極に近かつナこのだろう。撃つ．

て運動が憶いので難ε呼ばれ。それがギリシャ入に容易にことざ韓化されナこの

であらう」ε。

　かうしナこ二重の意味があっナこため．マーキユリ紳が魑の甲から琴を作つナこ〉：・

いふ輝εなって了つたのが確iかであらう。

　渠．或る説では、此のSU　eはヘルクレスの勢苦を和げるナこめ其の近くの星座

に置かれたのだミいふ。バリト氏がこと座について次の面白い文を書いてみ

る。

　「琴は古町が屡々用ゐナこ有名な子器であっナこ。回れは此の世界の二千年頃マ

ーキュリーが議明しナこ。しかし或る入はユバルが本四の作者であるεも言ふ。

ざにかく．琴が、ギリシャでは最初に用ゐられた弦樂器であったここは世人が

一般に知ってみる。時代々々により、琴は四本乃至八本の弦を有ってみた。」

　オヰドに糠れば此の9とは七弦を有ってみるSいふ事であるが、此の星座に

七ミいふ神秘な歎が與へられてあるのは．おほくまの七星や、プレヤデスの七

つ二等ε共に連想されて注意すべきこεである。ロングフェローの詩に

　　　1私は天の鍵により

　　　空の弦によリ、光りの柱によリ

　　　サミアンの大きなエナリア琴た見ナこ〇

　　　七いろの捧をもち、
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　　　地弼から、天の星へ基ってみる。

　ボヘミヤでは．此の星座は「天の提琴」一，・，一呼ばれ．昔しのブリトン人は之れを

「アーサー王のハープ」ε呼び．叉．ペルシヤ入は「琴」ε呼んだ。ノヰディウス

は之れを「ダヰデ王のノ・一プ」ε言ひ．シラーは不思議にも此の星座が救圭の生

れk「馬槽」で表はすε考ヘナこ。

　アレン氏の説では．こと座の星S鳥Sの連想は、古代インドに撒千年間も行

はれナこ考へであるSいふ。

　アラビア人は此の星座を「下降する鷲」εしたが、遮れはわし座の「飛び行く

鷲」ミ層別するためであっナこ。こと座は又．「鷲鳥」や、「鴇」やs「鷹」や・「紙

鳶」なさこも考へられナこ。ヒンドウ入はア星Sエプ星ミゼ星εを三角形ε見．

叉は．或る水草の三：角果ε見た。

　此の丁々が種々達つナこ意味に考へられるに不審は多いが、星座ミしては一般

に「こと」Sせられ、其うした形は可なり昔しから認められてみる。今爾あるロ

・一 }の貸幣には之れが叢かれてるる。セnス博士によれば．こと座は悪に勝つ

喜挽の天の象徴である。初代のクリスチャンは此のこと座を救主の馬槽や．ダ

ヰデの・・一プε見ナこ。

　こと座は其の首星ゴーガの輝やきのナこめに、「夏の天の榮え」こして特に有名

である。或る詩人が此のこεεゴーガtr　be歌って．

　　　　　　　　　　　　　此等の星々の一つに

　　　天の四方な遙かまで照らし、

　　　一等級の光りに輝mpく

　アラビア入はゴーが星を「落ちる鷹」こ呼んだ。又、此の星は「琴星」「室のア

ーク燈」ざも言はれる。此の星は著しい青味を帯び．北天に於ける最も美しい

星の一つである。

　マニリウスは．アウグスト帝の時代の人であるが．ゴーが星について．

　　　他の星々の前面に、此の一つに

　　　偉大な光な表ばし、驚異の光線な投げる

E書いてみる。古：典時代のラテン今入kちに．t’　・一が星は「こと」星ミ呼ばれナこ。

　　　　　　　ζとの星よ、女の眼の如く

　　　軟らかき青いうに燃ゆ　　　ヰリス

　ロマ人たちは．此の星が曉天に西へ浸するこミから秋の初めを知るのに此の

星を観ナこ。ブラウンの言に。

　「或る時代に．ゴーガは北極星であったので．アカダイ人には「天の生命」ε

呼ばれ。又．アシリア人には「天の判者」ミ呼ばれた。

　支那入や日本人は藍田が星を織女E呼ぶ。此の女は天の河上の鵠の橋の一端

に立って懸人を待つε想像せられてるる。此の課はおしの星座の歴史ε關高し
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てるる。

　ロキア氏はエヂプトのデンデラにある測る寺は西暦前七千年のゴーが星を指

してみるxS言ってみる。

　歳差の現象のためにsゴーガは今後一萬一千五百年頃に北極星霊なる筈であ

る。

　殆んさ此の青星の方へ一直線に．我

が太陽系は、侮秒十二乃至十五マイル

の速度で飛んでみる。此の太陽全平群

の行く先きは「太陽向馳」ε呼ばれる。

　「i“　一一ガは我が國のあたりから見える

星の第二位の光りを放つ。シリウス星

のみが此れ以上である。斯うして光り

は大きいけれS“．ゴーガは吾人に近い

星の一つでは無く．ペク氏によれば．

零れが十八光年の距離にあるミいひ．

他の或る人々は又二十九光年ε言ふQ

若し．地球ε太陽の距離を、’今．一一等

星取るならば、X”一一ガの距離は百五十

八マイノレεなる。若し．我が太陽かゴ

ーガの地位に置かれるならば、其れは

吾人の肉眼に辛うじて見える微光Eな

るであろう。S一ガは我が太陽の約百

倍の光を有ち、毎秒九マイル牛の遽度

で接近して來てるる。
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　　　　　　　　「此の星は若い星であって、幽い光を放ち、不思議な計石

のやうな美しい輝やきを投げ、青白色のダイヤモンドから反ね返す透徹光を有
つ。」

　マーチン夫入は此の輝やかしい太陽のここを書いて曰はく．

　「アークトウル星より約三時間隔れて．東北の地回より登り來る此の輝やか

しい青星as　．晴れやかにまナこNge　．人々を立ち所に感動せしめ．恰かもドラマ

チクの覗界に入って來る。此れがゴーが星．卸ち北極のまはりに春の踊りを踊

る輝星三幅封の一つである。五月の初め．此の星はロの落ちるミ略々岡時に出

現し．夏一ぱい。いつも．いつも．最：も晴ればれしく、又、最も惹きつける輝

星であるQ……・…・・…ゴーが星には伴星が一つあるが、よほ曹小さく．其のま

はりを廻り、色は同じ青味を帯びてみる。此の件星は略々十等星で．大望遠鏡

でのみ見える。ゴーガは此の俘星より約四千倍の光りである。
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　ゴーが星は、一年中毎夜何れかの時刻には見える星で．八月十二日の午後九

9寺に南中する。

　ことのべ星は、アラビア入に「シエリアク」ε呼ばれs有名な攣光星である。

1784年にグドリクが始めて此の星の攣更を畿見し、アルゲランダ’一・tsz、184G年

から1859年まで・枕輔．臆深くti七れを齪測しナ樋期は12日・21芽・調

であろが．不思議な攣光を示す。シヤdナー氏の言に「こと座べ星に關係して

は．二つ以上の天艦があるミ見るべきであらう」こあるD此の星は繰形の星十

個の中の一つで．其の攣光は此の形のためらしい。

　Al’星ミが星εの間に不思議な「翰形星雲」がある。之れは、小さい望遽鏡で見

える唯一一の輪形星雲である。

　エプ星は有名な「二重の二重星」であって、肉眼にても殆ん曹二重星であるが

其の各々が叉二重である。三吋に百三十倍の望遠鏡で此等の星々が別れて見え

る。

　ガ星は、べ星の東二度牟で「スラフアト」ミ呼ばれるが．此の名は昔しの此の

星座の名である。叉、「ユーグム」εも呼ばれる。3．3等級の明るい黄星である。

　此の星座中の、他の星は特別な興味を惹かない。　　　かレ＝ト氏より

　　註。　　　W．T．　t｝vuト氏ば来翫び壁存すろアマチンァ天釈家の一人用

　　　ある。墾光星學會の幹部であろが、文筆の士であって、今までにAField

　　Bool〈　of　the　Stars；　ln　Starland　with　a　Three－inch　Telescope；　Star　Lore　o£　All

　　　Ages；Sun　Lore　of　AU　Age等；の書な出してみろ。既の文：（t　Sta「Lo「e　tlの

　　　一部の課である。（山本）
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